
・業務の曖昧さを排除する仕組み
・ 手 順 書 化 を 進 め 品 質 安 定
・オンライン会議など活用した
指示や情報の 「見 え る 化」

・「継続して努力する力」
を 評 価 し て 信 じ る

・困りごとを共有し、強み
を 生 か す 文 化 の 創 生

・実習は実習生の自己肯定感
を高める機会
・実習を通じた工夫で戦力化

企業側のリアルな声を聞く

令和8年3月24日 佐賀障害者職業センターからのお知らせ →
→
→

「働く広場」2026年3月号
このたび、当機構より「働く広場３月号」を発行しました。
前回は、座談会第1部として、民間企業に勤務している障害のある社員お二人にどのような特性や強みを業務に結びつ
てきたのかを伺いました。
今号では、第２部として障害のある社員の働き方の背景にある「企業側の変革」に焦点を当て、「社会貢献」や「法定雇用
率」だけでは語れない企業側の試行錯誤や課題への向き合い方ついてまとめてみました。ぜひ、ご一読ください。

当センターでは、障害者雇用に関する起業の皆様のお悩み寄り添いながら、障害者雇用の第一歩を安心して踏み出して
いただけるよう、各種アドバイスや情報提供等、幅広いサポートを行っております。障害者雇用についてお困りの際は、
当センターまでお気軽にご相談ください。

・企業自らのパーパスを明確にし、
一人ひとりの働きがいがいを支える
場 と し て の 役 割 を 再 定 義

・「福祉ではなく労働」
・トライアル雇用の段階
で の 明 確 な 基 準

・個々の特性に応じた
合 理 的 配 慮

今後の課題と
展 望

採用の決め手

ダイバーシティ

経 営 へ の 歩 み

配 慮 と 戦 力

化のバランス

業務の見える化
とデジタル活用

実習の重要性
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